
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 7 月発行 

理 念 

 私たちは、赤十字精神のも

とに、子どもたちの権利擁護

と最善の利益を守り、心身と

もに健やかな成長を図ること

のできる愛情のこもった養育

環境を提供します。 広報誌 第６７号 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よーいどん！ 

 両手を一生懸命振って走り出す。ゴールの向こう

に待つ担当職員の元へ一直線！しかし、乳児院の運

動会ではそんな子どもばかりではないのは、みなさ

んご存じだろうか？スタート地点で泣き出す子、ゆ

っくりゆっくり歩いてくる子、実力以上の走力を見

せる子、いろんな子どもがいて、毎年とても楽しい

運動会になっているのだ。そんな子どもたちの“成

長”を感じられる運動会は職員みんな大好き。 

 

新年度を迎えて 
 

令和６年度スローガン 

～お互いの良さを認め合おう～ 
 

院長 石川 明子 
 

早くに訪れた春も気温の乱高下で体調管理に苦慮していましたが、子どもたちは新たなクラスやお友達にも慣

れて元気に過ごしています…と書こうと思っていたのに、5 月に入り、2 年ぶりの新型コロナクラスターが発生

してしまいました。それでも子どもたちはあっという間に元気になり、お日様の下お散歩に出かけたり、院庭を

駆け回り、笑い声や泣き声で賑やかに過ごしています。 
 

今年度から定員を 24 名に変更し、全クラスが小規模グループケア室になりました。4 つの「お家」で一人ひ

とりに向き合い、思いを受け止め関わることで、今まで以上に安心して生活できるようにしています。 

引き続き「家庭的養育」の実現のため、家庭支援・里親支援に力を入れ、子どもたちが安心して成長できる場

所へ繋いで参ります。 

また、「プレママサロン」や「愛あいクラブ」など子育て支援事業も行っておりますので、ご参加を心からお

待ちしております。 

今年度も子どもたちの笑顔がたくさんみられるよう、職員一同尽力していきますので、今後も皆様のご理解・

ご協力をお願いいたします。 

うんどうかい 

ただゴールだけを見据え、前に

進む俺。 

後ろには泣き崩れるライバル。 

 今年は新型コロナウイルスや胃腸炎の感染により

十分な準備期間、練習時間が確保できず、不安の残る

開催となりましたが、職員間の協力はもちろん、子ど

もたちも選手宣誓やかけっこ、ダンスを一生懸命練習

してくれました。 

表紙の笑顔。あの笑顔が見れたら大成功でしょう

(^^♪ 

こちらは若手職員によるダンスパフォーマンス。 

職員だって全力ですよ。 

頑張ったみんなには

院長からメダルが授

与されました🥇 



ぱんだ組      

 新ぱんだ組は今年度おさんぽデビューを果たした3

名を含む 4 人体制でスタートしました。 

 「おさんぽいくよー」の声に靴下の入ったタンスの

前に行ったり、帽子を指差したりおさんぽ準備はバッ

チリ。 

 おさんぽ大好きぱんだ組さん。 

 今日はどこにおさんぽに行こうかな？ 

                    （森川） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

ことり組 
 僕たちはとにかく新しいお部屋に興味津々。日課は

もちろんパトロール！あっちの引き出し、こっちのタ

ンス、全部開けて見たいんだ。洗面所のお水を出して、

冷蔵庫もチェックしないとね。毎日ドキドキわくわ

く！お部屋のパトロールが終わったら、お外の探検に

出かけるぞ！ 

（大島（皇）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろんなところにお出かけに行こうね♪ 

 

 

 

ひよこ組      
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 

保育室ダイアリー 
 

○○〇○○〇〇 

 

ばんび組 
 個性豊かで月齢もさまざまな 6 名でスタートした

ばんび組さん。昨年度から一緒の仲間が多くてチー

ムワークはバッチリ？？ 

 この日は 5 月誕生日組の 3 人（1 人はひよこ組さ

ん）でプレゼントを買いにお出かけ。色んなものに目

移りしちゃってなかなか決められな～い。買い物一

つでもこの子たちにとってはとても大切な社会経

験。これからもみんなで一緒にいろんな所に行って

いろんな経験しようね。         （高杉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

あれも欲しいし、これもいいなぁ♪ 

絵の具でお絵描きに挑戦だ！ 

今年度のひよこ組は 5 人でスタート。 

 いろんな素材をニギニギ、ペタペタ触れたり、食べ

たことがないものをモグモグ食べたり・・・。たくさん

の初めてをいーっぱい体験しようね。 

 みんなの成長を楽しみにしてるよ！ 

                    (羽根川) 

 



■編集・発行 秋田赤十字乳児院 

〒010－0041 秋田市広面字釣瓶町 100-3 

TEL 018-884-1760 FAX 018-884-1762 

電話相談 018-884-1761（8:30～23:00） 

ホームページ http://akita-nyuji.jrc.or.jp/ 

こどもの日 

こいのぼりオムライス🎏 

みんな大好きなニンジンさん(^O^) 

大きくて、ゴツゴツしてて、 

ちょっぴり土のにおい？ 

 

子どもたちの元気の源！ 

今号では、乳児院で力を入れている「食育」について取り上げます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 ～スタッフから一言～ 
 

 新年度が始まり、職員間で「最近は子どもたちも風

邪も引かないし、元気いっぱいで嬉しいね～(^^♪)」

な～んて、和やかに話をしていたのも束の間、新型コ

ロナウイルス感染によるクラスターの発生、ノロウイ

ルスの大流行により、気付けばあっという間に夏が来

てしまった…という感じがしています。 

昨年度と比べ、赤ちゃんたちのクラスであるひよこ

組の人数が大幅に増えており、ばんび・ことり組の子

どもたちがなんだかより大きく、頼もしく見える今日

この頃です♪ とはいえ、まだまだ甘えたい盛りの子

どもたち。甘えをしっかり受けとめ、子どもたちの

「うれしい！」「たのしい！」を引き出し、寄り添っ

ていけるような養育環境の提供を、スタッフ一同心が

けています。もうすぐ暑～い夏が来るね。大好きな水

遊びや花火、プールにスイカ割り…。楽しい思い出を

たくさん作ろうね♪ 

（佐々木（夕）） 
令和 5 年度の苦情受付件数 

 

3 件 

 

・保護者のパートナーへ情報の誤伝達 

・お散歩の際、私有地への立ち入り 

・実習生への対応について  

見て、触れて、味わって…。 

当院では、「心と体を育む」食事の提供を心掛けています。食事において、

体に必要な栄養を摂取する、ということももちろん大事ですが、乳児院の子

どもたちにとって、食事はたくさんの「はじめて」に出会う大切な時間。院

庭での家庭菜園や、野菜や魚など生の食材を見て触る経験、季節ごとの行事

に合わせた行事食の提供等、さまざまな角度から、食への興味関心の育成に

向けてアプローチしています。 

子どもたちは、乳児院のごはんが大好き！今日はどんなご飯が出てくるか

な？お腹いっぱいになるって幸せだね！そんな気持ちを大切に、今日も大き

なお口で、「いただきま～す！」 

今年はサツマイモ、ジャガイモ、 

カボチャ、ミニトマト、 

キュウリの栽培にチャレンジ中！ 

早く大きくならないかな～(^^) 

本物のお魚だ！目が合って少～しだけドキドキ… 

お誕生日には手作りケーキ♪ 

それぞれの年齢や好みに合ったケーキは、子どもた

ちにとって大切な思い出の一つとなります。  


